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近年,口腔癌根治療法の進歩により, 予後良好

な症例が増加する一方,後遺する顎 ･顔面部の実

質欠損が新たな問題として坂 り上げられ, これら

患者の社会復帰にとって審美的障害や機能的障害

の改善,心理的 リ-ビリテーションをはかること

の重要性が認識されてきている｡

現在, この間題の解決にはエビテーゼによる補

填や外科的再建術等が行われ,良好な結果を得た

とする先人の諸報告がみられる卜6)0

今回,私達は上顎癌根治療法後に生じた藻面欠

損を ポリウL/タン樹脂 によるエビテ-ゼで補填

し,良好な結果を得た1症例を経験したので報告

する｡

症 例

患 者 :67歳,男性,農業｡

現病歴 :昭和51年2月,右上嶺臼歯部歯肉に無

痛性腫脹が出現｡ 某大口腔外科にて上顎癌の診断

の下に,BLM 295mg動注｡ 同年4月,右上顎

切除をうけた｡ その後,右顎下 リンパ節転移をき

たし,本学医学部放射線科へ紹介され,更に同科

より手術療法の可否につき当科紹介された｡術前

に 60Coを 2000rad照射し, 同年6月,右頚部

廓清術,右眼球摘出術を施行した｡ 病理組織学的

診断は未分化癌であった｡ 術後さらに 60Co4500

rad照射とFT-207の内服を行い, 経過をみる

も,昭和52年 1月, ふたたび右側頭部の腫脹をき

たし,電子線 1500 rad照射を行った｡右頬骨部

に放射線性骨壊症をきたし,右顔面の実質欠損を

生じた｡同年5月,同部の清掃と腐骨 除去術を行

った｡術後6カ月目で欠損部はほぼ上皮化され,

腫疫の再発もみられないため, エビテーゼによる

額面変形,欠損部の補填修復を計画した｡

現 症 :全身的に特記事項なく体格,栄養共に

中等度｡局所々兄として,欠損部は右上顎骨,醍

膚内容,頬骨,頬骨弓,側頭下宿,下顎骨筋突起

を含み,右横部の皮膚欠損があり,頬骨弓根部の

骨は露出している｡ 欠損部周囲の皮膚色はやや赤

紅色を呈しているが, ピランや接触痛はみられな

い (図1,2)｡ 欠損部より唾液や流動物の流失

が少量みられるo歯牙は -写音 詩 欠損,開口障
害-横指で発音は不明瞭である｡

エビテ-ゼ の設計 :本症例は欠損 形態を考慮

し, シリコン材による欠損部陥入本体とポリウレ

タン樹脂による皮膚面からなる二層構造エビテー

ゼとした (図くr3).I,

尚,エビテーゼ作製開始にあたって,露出した

頬骨弓根部に維持固定のための 自製金属アタッチ

メン トを装着した (図4)0

ヱピテーゼ作製法 :顔面印象採得 にはアルギン
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図 1 -ピテーゼ作製開始時,正面像 図 2 エビテーゼ作製開始時,側面像

図 3 二層構造エビテーゼの断層模式図

酸印象材を使用し,可及的に無圧流動印象を行 子製)にて置換した｡ それを欠損部に適合させた

い,実質欠損部を含む顔面全体の精密な模型を得 状態で顔面開眼印象を採得し, シリコンラバーと

た｡ すなわち,欠損部々分印象を採得し,陥入部 一体となった石膏作業模型を作製した (図5)0

本体をワックス形成,シリコンラバー (富士高分 次いでヱピテーゼ皮膚面の作製に入り作業模型
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図 4 頬骨弓板部装着の自製金属アタッチメント

図 5 顔面開眼印象採得法による石膏模型
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上にて,可動域をさけて外形線を設定｡

義眼はプラスチック義眼 (日本義眼研究所)を

使用し,健側眼球の形態,色彩に類似のものとし

た. 義眼の位置の決定にあたっては健側眼球と対

比しつつ行い,ワックスにて仮固定し,患者に試

適する｡ 視線は正視位置よりわずかに下方に向

け,目立たないように配慮した｡

次いで,欠損部の概形をワックス形成し,患者

に試適｡形態等の修正の後,鮎, 毛孔等の表面細

部形態を付与した｡ ワックス形成の際,エビテー

ゼ皮膚面の重量が軽 くなるように可及的に薄 くす

る様配慮した｡

そのワックスパターンを石膏埋没,流ロウし,

鋳型にヱピテーゼ材を填入し,重合置換した｡

エビテーゼ材にはポリウレタ1/樹脂 (鶴見大一一

日本ポリウレタン社製)を使用した｡重合後,義

眼,人工マツ毛,陥入部シリコンを皮膚本体に接

着剤 (アル77･シアノアクリレー ト系) にて接着

した｡

彩色はエビテーゼ皮膚面の色調を欠損部周囲皮

膚色と調和させるために,重合前のヱピテーゼ材

の基礎色の調合の際,できる限り実際の皮膚色に

近づけるように配慮 した｡ すなわち,本症例は赤

ら顔を呈していたために,基礎色に赤色系色素の

分量を多く調合した｡重合後に,付属の彩色塗料
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図 6 完成エビテーゼ皮膚面の正面観

を用い,更に筆で表面に最終彩色を行い皮膚色を

再現した (図6)0

維持固定 :欠損部添官への陥入固定と露出した

頬骨弓へ装着した金属アタッチメン トの利用によ

り,十分な維持が得られた (図7)｡ 更にメガネ

のツルの部分に コイルバネを付け (図8),常時

適合し得る力にて加圧し維持の補強安定をはかっ

た｡辺縁部の適合も良好であり,着脱操作も容易

である｡ メガネには着色レンズを使用し目立たな

いように配慮した (図9)0

装着後,患者は朗らかになり,会話も明瞭とな

った｡ 欠損部からの唾液,流動物の流失もみられ

なくなった｡ 装着後 6カ月の現在,周囲組織への

為害作用,変色,変形等の異常吉即)られず,患者

は満足し常時使用している｡

考 按

エ ビテーゼ (Epithese)とは,Weiskopf7)に

よれば｢体表面の欠損した組織部分の人工補填物｣

と定義されているが, 瀬戸1)8)はこれを ｢顔面顎

部の表面を含む実質欠損に対する人工補填装置｣

と限定して呼称する様提唱している｡また,Maxi1-

10facialprosthesis とも呼称され9),我国では

他に,｢顔面補綴｣ (中沢10)),｢プロテ-ゼ｣ (秩
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図 7 エビテーゼ装着



図 8 コイルバネを接合したメガネ

t ヽ＼
.ur,

図 9 エビテーゼ装着 (メガネ併用)
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山11))の用語も用いられている｡

エビテーゼは審美性の回復,発音,嘩下等の機

能回復,欠損部周囲組織の保護,外科的再建術の

適応しない場合,又は同手術までの暫定的移行処

置,心理的 リ-ビリテ-ション等々のいろいろな

目的で用いられている12)0

しかも,近年の高分子化学の発達と共にその改

良 ･進歩も著るしく,種々のタイプのものが考案

されている1~4)13~15)0

エビテーゼは近代に至るまで,主として戦傷,

あるいは瀬,梅毒等の疾病による顔面欠損をその

対象として発達してきた｡ しかし,最近は交通外

傷,先天性形成異常と並んで悪性腫疲摘出後の顔

面欠損,変形の処置が主な対象となって きてい

る1)｡特に本症の如く, 眼窟内容を含む広範な欠

損に対してその有用性は大きいと云える｡勿論,

皮弁で再建可能な小欠損では手術が優先されるべ

きであろう｡ しかし,外科的再建術は安定性,逮

和感の少ない点では優れているとは云え,審美性

の点ではエビテーゼの方が優ると思われる12)0

又,症例によっては両者を併用する事も当然必要

となる9)16)0

ェピテーゼ作製のためには,欠損部を含む顔面

全体の精密な印象採得が必須である｡今回,私達
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図 10 エビテーゼの Flexibilityおよび裏面形態を示す0

は アルギン酸印象材に よる顔面 開眼印象 採得法

(H.Gold変法1)17~19)) に準じて行った｡ 本法は

無理なく開眼状態の顔面印象が得られるために,

欠損部の義眼の位置決定や ワックス形成が極めて

容易となる｡ 尚,本法ではアルギン酸印象材の補

強は,一般に,石膏にて行なわれているが,他に

石膏 包帯を用いる方法などがある｡ 最近, 田中

ら12)は発泡 ポリウレタンを使用し,軽量化を計

り,石膏の自重による変形防止に良好な結果を得

たと報告している｡

エビテーゼ材は軟性材料,硬性 材料に大別さ

れ, その条件としては生体無刺激性,審美性,彩

色性,皮膚類似性,耐用性 等を満たす必要があ

る｡従来,アクリル系,シリコン系,ビニール系

の/合成樹脂が主として用いられてきたが,各々,

一長一短を有し未だ満足すべき材料が得られてい

ない現状である1)2)9)12)0

今回,私達は新しい材料としてポリウレタン樹

脂 (鶴見大- 日本 ポリウレタン社製) を使用し

た｡本村は PolyesterとIsocyanateより成 り,

先に多名部ら20)が報告した Epithane-3とほぼ

同様の性状である｡ しかし,Catalystを欠 くた

め,重合時間に10時間とやや長時間を要する｡ 色

素は Epithane-3のそれを利用した｡本村は極

めて flexibility に富み (図10),軽量であるこ

とが大きな利点と考えられる｡ 尚,本例のエビテ

ーゼの重さは50gであった｡

更に樹脂硬化前基礎色の混入 および完成物表層

への彩色により審美性も良好で本例においてもほ

ぼ満足すべき結果を得た｡加えて,完成エビテー

ゼ表面に汚れが付着しにくく,必要に応じて再彩

色も可能な点も長所と云える｡

人工補填物の組織為害性に関する研究21)22),変

形23)および変色24)等に関する諸家の研究が見られ

るが,本村に関しては未だ十分に検討されている

とは云い難 く,今後さらにこの点についての検討

が必要となろう｡ しかし,現在のところ,臨床的

には特に問題となる点は見当らない｡

エビテーゼの維持固定源としては,接着剤,両

面接着 テープ, 欠損部添宿への陥入周定2)〕)15),

メガネによるもの1)2)4)9),皮膚 チューブ形成術 等

を利用したもの16), 顎補綴との アタッチメン ト3)

や磁石による連結9)25)などが挙げられる｡ いずれ

を利用するかは欠損形態,組織の状態,材料の種

類等により選択される9)12)｡今回, 私達は欠損部

添宿の利用と露出した骨へ装着した金属 アタッチ

メントを用い,更に古田ら2)にならいメガネのツ

ルの部分- コイルバネをつけて維持を補強した｡

しかし,陥入部シリコン材の弾性により,金属ア

タッチメン トとの適合良好で, メガネなしでも十
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分な維持が得 られてお り, 患者は時にメガネなし

で来院することもある｡

エビテーゼ の効果については 1)機能的効果,

2)心理的効果が考えられ る｡ 奥野ら3)は 1)につ

いて,鼻隆よ りの呼気漏出気量測定, 発語音節明

瞭度 試験を行い 客観的に 補填効果を 評価 して い

る｡ 2)については, 平形 ら26)が補綴物装着前後

の MMPIや補綴物の aCCeptanCeについてア

ンケ- ト調査を行 った報告がある｡ 本症例では特

に計測的な結果ではないが, 患者の自覚症状,他

覚的観察所見などから,1),2)ともに満足すべ き

結果を得た｡

む す び

上顎癌 根治療法後に 生じた 顔面 実質欠損 症例

に, ポ リウレタン樹脂 とシ リコン樹脂による二層

構造 エビテーゼを作製 し, 維持固定のために,露

出 した骨へ装着 した自製金屑 アタ ッチメン トと弾

力性維持装置を工夫 し, 良好な結果を得たのでそ

の概要を報告 し,若干の考察を加えた｡

稿を終るにあたり,本エビテーゼ作製に,御指

導,御協力を賜 りました鶴見大学歯学部口腔外科学

第一教室,瀬戸院一教授,多名部哲博先生に感謝の

意を表します｡

本論文の要旨は,第11回新潟歯学会総会 (昭和53

年4月22日)で報告した｡
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